




















































リチウムイオン電池の「３つのC」

リチウムイオン電池の取り扱いに関するワンボイスでの呼びかけ

①リチウムイオン電池使用の有無を確認
する

②廃棄する前には電池を使い切る
③廃棄方法（メーカー回収や地方公共
団体の回収区分）を確認する

④リサイクルされる廃棄方法を選択する

国民・事業者に対する啓発として、関係省庁で連携し、ワンボイスでの呼びかけを実施する。
＜呼びかけのイメージ＞

リチウムイオン電池を取り扱う全ての国民・事業者

＜ワンボイスでの呼びかけ＞

地方公共団体
消費者行政・消防・商工・運輸・廃棄物

メーカー・業界団体
輸入販売事業者

鉄軌道事業者・団体
航空関係団体

廃棄物団体

消費者庁 消防庁 経済産業省 国土交通省 環境省

①購入前に、販売事業者の連絡先や
製品情報、リコール情報を確認する

②PSEマークやリサイクルマークが表示され
ているか確認する

③非純正品については取り付けようとして
いる製品のホームページに注意喚起が
掲載されていないか確認する

④購入時に廃棄の方法を確認する

①強い衝撃や圧力を加えない
②高温になる場所では使用・保管しない
③安全な場所で、目の届くところで充電
する

④異常を感じたら使用を中止する
⑤発火した時はまず安全を確保し、消火
器や大量の水で消火する

⑥リコール情報を確認する
⑦公共交通機関では、持ち込みルールを
守るとともに、留意事項を確認する

賢く選ぶ

Cool choice

丁寧に使う

Careful use

正しく捨てる

そして資源循環
Correct disposal with

better recycling
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リチウムイオン電池等から出火した火災件数※の推移（年別） R7（1～12月）  リチウムイオン電池等から出火した火災※の件数

0 100 200 300 400 500

モバイルバッテリー

ポータブル電源

▲

▲

51
電動アシスト自転車

▲

51
コードレス掃除機

▲

45
タブレット

▲

40
ワイヤレスイヤホン

▲

31

ポータブルスピーカー

▲

26

▲

26

携帯扇風機

▲

26

ノートパソコン

▲

25
がん具製品

▲

15
空調調整服

▲

13
加熱式たばこ・電子たばこ

▲

8
ポータブルプレイヤー

▲

7
スマートウォッチ

その他

▲

1

▲

271271

携帯電話機

▲

93
482

電動工具

不明

▲

86

モバイルバッテリー火災のモバイルバッテリー火災の

モバイルバッテリーから出火したら？モバイルバッテリーから出火したら？
出火

通報

▲1
▲2

モバイルバッテリーは、
強い衝撃などにより、
急に激しく燃え出す場合が
あります。その際は、
まず周囲の人に火災で
あることを知らせてください。

身の安全を
確保してから１１９番
通報をしましょう。
周囲に人がいる場合は、
通報を依頼し、
消火の準備をしましょう。

消火の前に▲3

モバイルバッテリーは、出火してからしばらくすると炎が弱まります。
安全に近づけるようになってから消火をしましょう。

知っていますか？

廃棄されたリチウムイオン電池等を回収中の塵芥車
及びごみ処理関連施設から出火した火災件数を除く。

※消防本部において覚知した火災の件数

モバイル
バッテリーの
火災原因の上位

●外部衝撃：
地面に落下させた
バッテリーなどを使用
●高温化での使用、保管：
車内など高温となる
場所に放置

近年、モバイルバッテリーを発火源とする火災の件数が増加しています。

子どもの
場合は、

大人に

知らせよ
う！

出火直後 時間経過

火
事
火
事だ！
だ
！

【別紙10】



カーテン等、付近に

燃え移った場合は、

消火器等で初期消火してください。

注意1 注意2 住宅用消火器

危ないと感じたらすぐに逃げてください。

炎が天井に達した場合、

一般的に消火器での消火は困難です。

住宅用消火器として

販売されているものは、

全て電気火災に対応しています。

消防庁広報用キャラクター ゆるサイ

消火方法▲4

消火後の対応▲5
一旦火が消えた後も再び出火する危険性があるので、

火ばさみ等を使ってバケツ等に水没させてください。

水没させた後は、すぐに取り出さず、消防隊が到着するまでそのままにしてください。

近くに消火器がある時は、
消火器で消火しましょう。

消火器がない場合は、
バケツやペットボトルで
大量の水等をかけてください。

消火器等がない場合は、
ボウルや鍋等で、
覆うという対応もあります。

ゆるサイの
動画も
見てね！

▲消防庁の
ホームページにて
動画で解説！

住宅用消火器を自宅に。しっかり常備を

※炎が消えても再出火の可能性が

ありますので、消防隊が到着するまで

触れないようにしましょう。

このチラシの内容は、
モバイルバッテリー等比較的小型の
製品が火災になった場合のものです。


	
	
	A４チラシ表
	A４チラシ裏

	
	リチウムイオン電池総合対策の背景
	スライド番号 2
	リチウムイオン電池の取り扱いに関するワンボイスでの呼びかけ

	消防通知掲載用
	c1e4ec64f7f0a7a29a0a1fdbb9814e50edfd9f788fb92989aa8180be4cbcc64e.pdf
	2026_A4_chirashi_0723

	2026_A4_chirashi_0807_ol





